
事故事例３（一般乗合）青矢印信号を誤認して交差点に進入し、交差車両と衝突

曜日・時間・天候 （火 ・１０時１０分・雨）
場 所 一般道 制限速度 ４０㎞／ｈ
道路の状況 湿潤 幅員１９メートル
運 転 者 年齢５８歳 運転歴３４年
乗務開始～事故発 ３３．４５ｋｍ
生の乗務距離
損 害 重傷者１名、軽傷者７名
事故概要
当該バス運転者は、７時１０分に点呼を受け、７時１９分に出庫。循環経路を５往復運行後、

１０時２分に乗客９名を乗せ、運行。１０時１０分ごろ、当該交差点にさしかっかた際、約２２

メートル先の信号の「赤と左折矢印」を「赤と直進矢印」と誤認し、約４０㎞／ｈで交差点に進

入、左前方約１８メートル先に貨物車が進入しているのに気づき、急制動をかけながら、ハンド

ルを右に切ったが交差点中央付近で衝突した。

なお、当事業者においては本ダイヤを同一運転者が１日１５回を行うこととなっている。

種 別 ・ 形 状 普通・乗合
乗 車 定 員 ７４名
当時の乗車人員 １０名

推定原因 事故の要因 事故再発防止対策

慣れた道路ということで気 マンネリ化の防止

１の運転者が１日に運行するダイヤをのゆるみ ・

・６運行目で気がゆるんでいた 変更するなど変化を持たせる。

交差点での基本動作等安全運転のこと。

教の徹底

交差点前方より複数回の信号機の確認信号機の見落とし ・

を行う。

交差点では徐行運転を心がける。安全運転不履行 ・

コメンタリー運転の励行・交差点手前で停車している車

両がないため信号機の見誤り 信号機等の状態を声に出して確認す・

に気づかず徐行運転を怠って る。

交差点に進入した。


